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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２０年度（第１回）環境対策委員会 

開催日時 平成２０年６月２６日（木） １４：００～１６：２０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室１」 

出 席 者 委員１４名、担当副会長、事務局２名 

 
協   議   内   容 

 
開会にあたり安田担当副会長から燃料高騰により大変厳しい状況下にある業界の現況に触れ

協会としての具体的な対応策を報告、この委員会の事業については業界としても避けて通るこ

とのできない重要課題も多く、委員全員が知恵を絞って協会活動によろしく協力願いしたいと

あいさつされた。 
 続いて、副会長から委員に対し会長からの委嘱状の交付が行われ、その後、委員各位から自

己紹介が行われた。 
 次に、専門委員会規程に基づき正副委員長の選出方法について事務局から説明諮ったところ、

副会長から選考委員会による選出の提案があり、前期の委員会留任者を選考委員とすることを

了承、また、正副委員長には留任者を選出することを合意され、別室で協議の結果、以下のと

おり選出された。 
 ○ 委 員 長：立野 敏明 氏（菱倉運輸株式会社） 
 ○ 副委員長：大久保 健作 氏（ホクオー運輸株式会社） 
 
正副委員長からそれぞれ就任のあいさつがあり、委員長が議長となり協議に入った。 

 
議題 
（１）平成２０年度事業計画及び予算について 
    資料２により事務局から説明し了承された。 
    アイドリングストップ啓発活動時などトラック協会としての活動を対外的にアピール

するため、各支部の名前入りの「のぼり旗」や「タスキ」を作成してはとの意見があり、

今後の委員会で検討することとなった。 
（２）当面の事業について 
  ①低公害車等の助成事業 
    資料３により事務局から説明。 
  ②エコドライブ研修会 
    資料４により事務局から説明。第３回研修会（７月１２日）の甲賀支部は現在１７名
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の申込があり、あと３名を確保願うことと第４回（９月６日）の湖南支部の申込要領等

について協議を行った。なお、研修会当日の運営（受付、開講あいさつ等）については

研修担当支部委員で対応願うこととなった。 
  ③アイドリングストップ啓発活動 
    資料５により事務局から説明。第２回（９月１１日）については、９月２１日～３０

日に実施される「秋の全国交通安全運動」に伴い安全対策委員会が行う啓発活動と連携

した方がより効果的であるとの判断から、日程変更する方向で安全対策委員会と調整を

図ることとなった。 
  ④グリーン経営認証取得にかかる講習会 
    資料６により事務局から説明。２年目を迎え現在５１事業所が認証取得をしているが

１００事業所を目標に今年も３回シリーズで実施する。 
  ⑤「びわこ地球市民の森」事業への参画 
    資料７により事務局から説明。４年目を迎え本年度も「トラックの日」の事業と連動

しながら日程調整を行うこととする。なお、昨年と一昨年に参加した立入が丘幼稚園か

ら今年も参加の申し入れがあったことを報告したところこれを了承された。 
（３）その他 
  ・「トラックの日」の事業実行委員会（報告）について 
    事務局からメイン事業・エコドライブ事業・広報事業の概要について報告。 
  ・省エネ運転インストラクタ－養成教習の実施について 
    資料８により事務局から報告。協会で実施したエコドライブ研修会修了者にも指導員

として参加させることやトラックに修了者であることを示すステッカー等を貼付し対外

的にアピール、協会のイメージアップやＰＲを展開してはどうかなどの意見があった。

  ・「滋賀チャレンジオフィス」の募集について 
    資料により事務局から説明。 
  ・「エコドライブコンテスト」の募集について 
    資料により事務局から説明、各支部でＰＲし参加を呼びかける。 
  ・ＣＮＧ車の普及について 
    事務局からＣＮＧ車の普及が低迷していることを報告。燃料高騰の折に比較的安定し

ている天然ガス車の導入促進に向け現行２箇所のガススタンドのインフラも含め、次回

大津市企業局から担当者を招き現状の説明を受け協議を行うこととなった。 
 
 

■次回委員会 
日 時  平成２０年７月１６日（水） １４時００分～ 
場 所  滋賀県トラック総合会館 ３階「研修室１」 

 


